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序
　
章
　
尺
牘
資
料
と
助
数
詞

第
一
節
　
は
じ
め
に

「
尺せ
き
と
く牘
」
と
は
、
中
国
古
代
に
一
尺
余
（
（
（

の
木
札
を
も
っ
て
手
紙
を
書
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
書
状
、
書
簡
を
意
味
す
る
言
葉
と
な
っ
た
。

本
章
で
は
、
中
国
の
元
代
以
後
、
こ
と
に
明
代
、
清
代
に
行
わ
れ
た
尺
牘
・
尺
牘
集
、
及
び
、
そ
の
案
文
集
や
解
説
書
・
用
語
集
な
ど
、

ま
た
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
我
が
国
に
お
け
る
出
版
物
に
見
え
る
「
助
数
詞
（
量
詞
）」
を
検
討
す
る
。

尺
牘
は
、
基
本
的
に
は
実
用
を
旨
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
公
文
書
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
文
章
表
現
を
も
っ
て
個

人
が
個
人
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
情
感
を
込
め
、
誠
意
を
尽
く
そ
う
と
す
る
。
一
方
の
公
文
書
は
、「
様
式
（
書
式
）」

を
用
い
て
こ
の
主
観
的
部
分
を
削
除
し
、
あ
る
い
は
、
形
式
化
し
、
不
可
欠
の
要
件
の
み
を
記
す
。
両
者
間
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

こ
の
尺
牘
文
体
は
、
そ
れ
故
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
か
ら
唐
宋
時
代
を
経
る
頃
に
な
る
と
、
文
学
的
・
芸
術
的
に
も
成
長
し
、
内
容
・
形

式
共
に
発
展
し
て
い
っ
た
（
（
（

。
社
会
的
評
価
を
得
た
文
章
・
音
韻
（
韻
律
）・
書
法
（
運
筆
）、
ま
た
、
文
房
（
紙
・
筆
・
墨
・
硯
）
な
ど
は
、

貴
賤
・
緇
素
を
問
わ
ず
世
人
の
関
心
の
的
と
な
っ
た
。
宋
代
か
ら
明
代
に
か
け
て
は
、
多
く
の
尺
牘
案
文
集
や
創
作
集
、
解
説
書
や
用
語

集
な
ど
が
出
版
さ
れ
、
尺
牘
の
格
式
も
成
立
・
安
定
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
印
刷
文
化
の
興
隆
期
と
も
重
な
る
。

尺
牘
は
、
今
日
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
書
き
言
葉
に
よ
っ
て
認し
た
た
め
ら
れ
、
文
字
・
語
彙
・
語
法
・
文
体
、
ま
た
、
運
筆
・

墨
色
、
料
紙
・
封
の
用
い
方
な
ど
の
諸
面
に
お
い
て
多
く
の
約
束
事
、
即
ち
、
広
い
意
味
の
作
法
・
法
式
が
あ
る
。
助
数
詞
（
量
詞
）
は
、

そ
の
中
の
「
数
量
表
現
法
」
に
関
わ
る
語
彙
群
で
あ
り
、
尺
牘
に
お
い
て
は
、
物
事
の
数
え
方

0

0

0

は
、
重
要
事
項
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。



2序章　尺牘資料と助数詞3 第一節　はじめに

右
は
、
元
代
一
点
、
明
代
五
点
、
清
代
一
点
、
日
本
の
近
世
以
下
の
五
点
（
＊
印
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
け
る
日
本
語
助
数
詞
に
関

係
す
る
事
象
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
で
あ
る
が
、
就
中
、
イ
『
新
編
事
文
類
要
啓
箚
青
銭
』（
元
代
）
は
、
明
代
以
降
の
諸
資
料
と
大
き

く
離
れ
、
別
本
も
な
い
の
で
、
こ
の
一
点
だ
け
は
こ
の
次
節
に
取
り
上
げ
る
（
ロ
以
下
は
、
次
の
第
一
章
に
お
い
て
述
べ
る
）。

各
資
料
の
版
本
（
原
本
）
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
所
蔵
元
を
訪
ね
、
可
能
な
限
り
実
見
す
べ
く
心
掛
け
た
。
こ
れ
は
、
明
代
前
後

の
尺
牘
資
料
が
日
本
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
彼
土
の
助
数
詞
が
如
何
様
に
用
い
ら
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
関
わ
っ
て
く

る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
、
古
代
中
国
か
ら
文
書
行
政
が
導
入
さ
れ
、
日
本
律
令
国
家
樹
立
に
与
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
文
書

行
政
と
共
に
多
く
の
助
数
詞
（
量
詞
）
が
も
た
ら
さ
れ
、
日
本
語
に
お
け
る
数
量
表
現
も
大
き
く
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
小
著
『
木

簡
と
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
助
数
詞
の
研
究
』、
二
〇
〇
四
年
、
風
間
書
房
）。
然
る
に
、
こ
の
近
世
に
お
い
て
、
元
～
明
代
の
尺
牘
資
料
が
将

来
さ
れ
、
新
た
な
、

─
と
い
う
よ
り
、
全
く
別
語
と
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
助
数
詞
（
量
詞
）
群
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
、
言
葉
そ
の
も
の
と
は
別
の
、
そ
の
使
用
者
層
・
使
用
場
面
な
ど
に
関
す
る
問
題
も
介
在
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
問
題
も
、

ま
た
、
助
数
詞
研
究
の
一
端
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）	

波
多
野
太
郎
「
尺
牘
礼
賛
」、
同
氏
編
纂
『
中
国
文
学
語
学
資
料
集
成
』、『
第
三
篇
』、
一
九
八
九
年
四
月
、
不
二
出
版
、
二
三
〇
頁
。
な
お
、
呉
承
洛

原
著
・
程
理
濬
修
訂
『
中
国
度
量
衡
史
』（
一
九
三
七
年
初
版
、
一
九
五
七
年
重
版
、
商
務
印
書
館
出
版
）
に
よ
れ
ば
、「
一
尺
」
は
、
秦
代
・
前
漢
代

に
二
七
・
六
五
㎝
、
新
莽
・
後
漢
代
に
二
三
・
〇
四
㎝
、
唐
代
に
三
一
・
一
〇
㎝
、
宋
代
に
三
〇
・
七
二
㎝
、
明
代
に
三
一
・
一
〇
㎝
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
（
五
四
頁
よ
り
抄
出
）。

（
2
）	

波
多
野
太
郎
「
尺
牘
の
格
式
の
歴
史
」、
同
氏
編
『
中
国
語
学
資
料
叢
刊
』
の
『
第
三
篇　

尺
牘
篇
』『
第
一
巻
』
所
収
、
一
九
八
六
年
六
月
、
不
二
出

版
、
一
頁
。

数
え
方

0

0

0

に
関
す
る
語
彙
は
、
今
日
、
中
国
文
法
で
は
「
量
詞
」、
あ
る
い
は
、「
陪
判
詞
」「
助
名
詞
」「
形
体
詞
」「
単
位
詞
」
な
ど
、

日
本
文
法
で
は
「
助
数
詞
」、
あ
る
い
は
、「
類
別
詞
」
な
ど
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
語
の
助
数
詞
は
、
数
え
方

0

0

0

だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
敬
意
表
現
、
延
い
て
は
税
制
に
お
け
る
単
位
表
現
と
の
関
わ
り
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

古
代
か
ら
現
代
ま
で
に
お
い
て
、
尺
牘
に
関
係
す
る
典
籍
は
少
な
く
な
い
。
時
間
・
空
間
（
地
方
）
両
面
か
ら
中
日
双
方
に
お
け
る
関

係
書
全
体
を
吟
味
し
、
助
数
詞
研
究
上
、
必
要
十
分
な
資
料
を
選
抜
す
べ
き
で
あ
る
が
、
古
い
と
こ
ろ
で
は
残
存
す
る
点
数
は
限
ら
れ
る
。

本
章
で
は
、
先
ず
左
記
の
資
料
を
検
討
し
よ
う
。
刊
行
順
に
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

イ
『
新
編
事
文
類
要
啓
箚
青
銭
』、
元
代
著
、
著
者
不
詳
、
泰
定
元
年
（
一
三
二
四
）
重
刊
。

ロ
『
翰
墨
双
璧
』、
明
王
世
貞
著
、
万
暦
四
一
年
（
一
六
一
三
）
刊
。

ハ
『
翰
墨
全
書
』、
明
王
宇
編
、
陳
瑞
錫
注
。
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
成
立
。（
寛
永
二
〇
年
〈
一
六
四
三
〉
田
原
仁
左
衛
門
重
刊
本
も

あ
る
。）

ニ
『
尺
牘
双
魚
』、
明
陳
継
儒
輯
・
原
注
、
熊
寅
幾
増
補
較
正
、
明
金
閶
葉
啓
元
梓
。（
承
応
三
年
〈
一
六
五
四
〉
重
刊
本
も
あ
る
。）

ホ
『
翰
墨
琅

』、
明
代
末
か
、
陳
翊
九
編
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
今
井
五
兵
衛
重
刊
。

ヘ
『＊
尺
牘
諺
解
』、
著
者
（
邦
人
）
不
詳
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
。

ト
『
玉
堂
尺
牘
彙
書
』、
陳
太
士
著
、
清
康
煕
二
一
年
（
一
六
八
二
）
刊
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
林
五
郎
兵
衛
訓
点
重
刊
。

チ
『
尺
牘
集
要
』、
明
謝
度
君
編
、
邵
文
聘
刊
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
文
台
屋
治
郎
兵
衛
刊
。

リ
『＊
尺
牘
筌
』、
木
煥
卿
著
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
刊
。

ヌ
『＊
書
簡
啓
発
』、
高
嶋
清
著
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
。

ル
『＊
尺
牘
彙
材
』、
戸
崎
允
明
監
修
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
刊
。

ヲ
『＊
尺
牘
粋
金
』、
藤
田
久
道
著
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
刊
。


